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　1。緒　　　言
　扶物油は，紅花消に代表されるように勁物泊に比べてリノール飲などの多偏不飽和脂肋
飲を多く含むと共に抗飲化吐ビ夕ミンの1稜であるビ夕ミンEを多く含むことはよく知
られているoさらに扶物泊にはその扶物特有の脂溶性物質が合まれていることがあるo例
えぱゴマを圧搾して得られるゴマサラダ治には縦縦収祖
　2.実験方法
　竹槍物油
　植物油は，ビタミンEを除去したコーン油けドリフトコーン油;エーザイ㈱より供与），
ゴマサラダ首煤煎ゴマ油（以上，竹本油脂㈱より供与），大豆油，かたね油，パーム油，
コーン油，オリーブ油，サフラワー油（以上，床の素㈱より供与）の9種類を用いた。各
植物油について40°C,空気中に放置しかときの酸化率を重量法4）で経時的に測定した。
　2）ラット飼料の調製
　各植物油を重量比で10％になるようにエーザイーE飼料粉末（エーザイ㈱より供与）に
加え，完全に混ざるまで接伴混合して各植物油飼料を調製しか。エーザイーE飼料粉末に
はトコフェロールが含まれていないため，飼料中のトコフ土ロールはすべて植物油に由来
する。調製後飼料の組成は以下の通りである。カゼインにL8.9, DL－メチオニン：O。3,スターチ：14.2,シュークロース：23.7,グルコース:23爪粉末弓紙：4.7,ミネラル　　　　　　　　　
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混合:3.3,ビタミン混合：1.0,コリン重酒石酸塩：O。2,植物油：10.0 （%）。各飼料はラットに投与するまで－30℃で保存し，その間にトコフェロール同族体の濃度をHPLC法呪こより測定した。
　3)ラットの飼育および解剖
　兆験動物としては3週令Wistar系雄ラットを1群6匹で用い，各飼料を8週間連続投
与しか。期間中は飼料，水共に自由摂取とした。8週間後, 24時間絶食後にネンブタール麻酔下で解剖し，血液，肝臓，腎臓を採取した。血液はSOOOrpm,
10分の遠心分離にかけて血漿を分離しか。これらについて血漿中ピルビン酸キナーゼ濃度6)ジアルル酸による赤血球の溶血率で)血漿・肝臓中のトコフェロール同族体の濃度および過酸化脂質濃度を測定した。　トコフェロール濃度は飼料と同様にHPLC法により，血漿の過酸化脂質濃度はTEPを標準とする蛍光法8)で，肝臓および腎臓の過酸化脂質濃度はTMPを標章とする比色法9)で測定した。採取後ただちに分析しない試料は，分析まで－80℃で保存した。
　3.結果および考察
　帽飼料のトコフェロール濃度と横物油のin vitroにおける抗肢化性
　各植物油飼料のトコフェロールI司族体の濃度およびビタミンE効力（a－トコフェロー
ル当量）を表1に示しか。a －トコフェロールはサフラワー油飼料，なたね油飼料などに多《含まれ，ストリプトコーン油飼料，ゴマサラダ油飼料，煤煎ゴマ油飼料には含まれていなかった。アートコフェロールは大豆油飼料，コーン油飼料，なたね油飼料，ゴマサラダ油飼料，煤煎ゴマ油飼料に多《含まれていた。ぶートコフェロールは大豆油飼料に多《含まれ，ゴマサラダ油飼料，煤煎ゴマ油飼料，パーム油飼料，コーン油飼料，サフラワー油飼料には含まれていなかった。a
－トコフェロールを1.0，β－を0.25, rーをO。05,^
を0.001として求めるビタミンE効力はサフラワー油飼料が最も高《a －トコフェロールを含まないゴマ油2種の飼料およびトコフェn
－ル『司族体をほとんど含まないストリプトコーン油飼料は他の植物油飼料に比べて非常に低い値を示しか。
　各植物油の酸化率の系時的変化をm釧こ示しか。抗酸化匠ビタミンであるトコフェロー
ルをほとんど含まないストリプトコーン油と，分解しやすいa －トコフェロールを多《含むサフラワー油が最も早く酸化され，以下大豆油となたね油，コーン油の順に酸化か遅《なった。多価不飽和脂肪酸より酸化されにくい一価不飽和脂肪酸を多《含むオリーブ油や飽和脂肪酸を多《含むパーム油1o）はさらに酸化か遅かっか。すなわち植物油のin
vitroにおける抗酸化性は7,
dートコフェロールと多価不飽和脂肪酸四含有量に依存することが明らかになった。しかし，ゴマサラダ油や煤煎ゴマ油は多価不飽和脂肪酸を含み10）ビタミンE効力は低いにもかかわらず，酸化の速度は非常に遅かっか。これは緒言で述べたゴマ油に含まれる抗酸化匪リグナン物質による酸化抑制効果のためと考えられた。
　2）飼料投与ラットにおけるビタミンE欠乏状態
　各飼料群のラットの平均体重の系時的変化を図2に示しか。オリーブ油飼料群がやや低
い値衆示したが有意な差ではなく，すべてほぼ［司一の成長を示しか。いずれの群でも外見　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
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図1　植物油の40°Cにおける酸化率
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図2　植物油飼料飼育ラットの体重変化
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図3　血漿ピルビン酸キナーゼ活性づ容血率　　　
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上の異常は認められなかった。
　生体内のビタミンE欠乏の指標として血漿中のピルビン酸キナーゼ古注を測定し, mz－Aに示しか。トコフェロールを含まないストリプトコーン油飼料群のみが高《検出され，ビタミンE欠乏状態であることが示された。他の群はいずれも低い値であったが，特にゴマ油2種の群は，ビタミンE効力が高いa
－トコナエロールを多《含かサフラワー油と［司程度に低く，ゴマサラダ油や煤煎ゴマ油の抗酸化注リグナン物質とアートコフェロールとの相乗効果が現われたと考えられた。
　さらに別のビタミンE欠乏の指標である赤血球の溶血率についても,113－Bに示しか。
これもストリプトコーン油飼料群のみが高く，ビタミンE欠乏状態であることを示しか。
しかしピルビン酸キナーゼの結果とは異なり，ゴマサラダ油飼料群は有意な差ではないが
やや溶血の傾向を示しか。この原因については今後検討の必要かおる。他の群ではいずれ
も溶血はに卜とんと起こらず，ビタミンE欠乏状態ではないと考えられた。
　3）血漿・肝臓中のトコフェロール同族体濃度
血漿中の貼　アートコフェロール濃度をmiに示しか。dートコフェロールはすべての群
で検出されなかった。血漿中のa －トコフェロール濃度は表1の飼料中a －トコフェロール濃度と相関していたが，アートコフェロール濃度は，飼料中アートコフェロール濃度とは相関せず，ゴマサラダ油飼料群と煤煎ゴマ油飼料群において飼料中トコフェtJ
ール濃度に比して高《検出された。特に表1に示しかように大豆油飼料中には煤煎ゴマ油飼料の約3倍ものアートコフェロールが含まれていたが，大豆油飼料群ではばとんどアートコフェ
-
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図4　血漿トコフェロール濃度
表1　植物油飼料のトコフェロール濃度
a -トコフェロール
(m g／k diet）
y-トコフェロール　
(m g／k g)
恥トコフェロール
口　VE　free
口　Sesame{Salad)
国　Sesame(Roast)
回　Soy　bean
□　Rapeseed
圈　Palm
難　Corn
口　Olive
[□]Safflower
ビタミンE効力　　
(m9／k 9
ストリプトコーン油
ゴマサラダ油
煤煎ゴマ油
大豆油
なたね油
パーム油
コーン油
オリーブ油
サフラワー油
2
4
1
4
5
6
5
5
?????????????????????
6
5
6
3
3
0
?『????
2
7
4
4
0
1
???????
??
2
4
フ
5
7
7
3
6
6
0
5
3
4
7
9
9
(m g/k (四
　　〇. 6
2 4
3
1
?????????????
8 2
??????????????
??
???????
2
1
1
4
6
5
9
5
5
1
8
2
1
2
6
5
8
6
2
7
4
4
3
4
4
1
3
ロールは検出されず，煤煎ゴマ油飼料では多量のアートコフェロールが検出された。@5
に示しか肝臓中の貼　アートコフェロール濃度も，血漿中トコフェロール濃度と同様の傾
向を示しか。これらはアートコフェロールとゴマリグナン物質を同時投与しか際にも見ら
れた現象であり，体内アートコフェロール濃度に対するゴマ油中のリグナン物質の効果と
考えられた。他の群ではこのような現象が見られなかったので，ゴマ油以外の植物油には
体内アートコフェロール濃度を高く保つ物質は含まれていないと考えられた。
　引血漿・肝臓中の過酸化画質濃度
　血漿中および肝臓中の過酸化脂質濃度をM6に示しか。いずれも回し傾向を示し，トコ
フェロールをほとんど含まないストリプトコーン油飼料群のみが高《検出され，生体内で
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肝臓トコフェロール濃度
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脂質の過酸化反応炉進行していることが推測吝れた。またa－トコフェロールやアートコフェロールを多ぐ含むなたね油飼料群は低い値を示しか。しかしa
－トコフェロールが血漿，肝臓でほとんど検出されなかったゴマ油2種の飼料群も他の植物油飼料群と開程度に低くなった。これより過酸化脂質濃度は生体内a
－トコフェロール濃度に依存するだけでなく，ゴマの場合のようにアートコフェロールも過酸化脂質生成を抑制していると考えられる。またゴマリグナン物質のような植物油合有物質の生体内酸化の直接的抑制も考えられる。
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　4.饗　　　約
　植物油に含まれる未知の抗酸化物質およびトコフェロールと相乗効果を示す物質の検索
を目的として，数種の植物油を重量比で10％添加し，植物油に由来するトコフェロールの
みを含か飼料のラットヘの投与実験を行なった。
　飼料投与ラットの血漿および肝臓中のa －トコフェロール濃度は，飼料中のa －トコフェロール濃度と相関しa
－トコフェロールを多く含かサフラワー油飼料群などで高《検出された。これに対して血漿，肝臓中の7
ートコフェロールは，特にゴマサラダ油飼料群と煤煎ゴマ油飼料群のゴマ油2種で高く検出された。この原因として，ゴマ油に含まれるゴマリグナン物質が体内アートコフェロール濃度を高く保ち，アートコフェロールのビタミンE効力を増強する相乗効果が考えられた。
　さらにこの相乗効果によりゴマサラダ油飼料群，煤煎ゴマ油飼料群において，血漿，肝
臓中のa －トコフェロール濃度は低いにも関わらず，ピルビン酸キナーゼ活性，溶血率，血漿および肝臓中の過酸化脂質濃度が低くなった。
　しかしながら以上のようなトコフェロールとの相乗効果は，本実験においてはゴマサラ
ダ油飼料群と煤煎ゴマ油飼料群においてのみ認められ，ゴマ油の特殊性が明らかになった
だけであり，他の植物油には抗酸化匹やトコフェロールとの相乗効果を示寸物質の存在は
認められなかった。ただし本実験では表川こ示しかように，ゴマ油2種以外の植物油飼料
のビタミンR効力が15mg/kg diet以上でありノ巨常的にビタミンE欠乏状態になる濃度を超えている。このため完全なビタミンE欠乏状態において初めてその機能が発揮吝れる微量の物質の存在は否定できない。
　よって今後は，未炎験の植物油についても同様の史験を行なうとともに飼料に添加す
る植物油の比率を減らした飼料の投与実験も行なう予定である。
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